
 

 

 

 

 

 

Ⅰ はじめに   

本校は、児童が主体的に学ぶ授業を目指し、自分の思いや考えを積極的に他者に伝えるとともに、

他者の意見に耳を傾けることで、より学びを深める児童の育成を目指して取り組んできた。しかし、

全国学力・学習状況調査の自校採点において、特に算数科の学習意欲の低下や、学習の基礎的・基

本的な事項の定着に至っていないことが分かった。そこで、学力向上推進委員会を中心に、ほっか

いどうチャレンジテストの活用や、家庭学習・放課後学習を充実させる取組を行った。 

 

Ⅱ 実践概要 

１ ほっかいどうチャレンジテスト

の分析 

ほっかいどうチャレンジテスト

１学期末問題を実施し、学力向上

推進委員会を中心に、分析を行っ

た。結果として、全校的に算数科

の「図形」および「数と計算」の

正答率が低く、学習内容が十分に

定着していないことが分かった。 

 

２ 分析結果を生かした授業改善 

分析結果を学習指導要領の内容

に対応させ、全教職員で共有し、

学習内容の定着が十分でない領域

を意識して、授業改善を行った。 

 

３ 家庭学習・放課後学習の取組 

児童の学習意欲低下の要因として、学習の基礎的・基本的な

事項の定着が十分でないことが考察された。そこで、学力向上

推進教諭を中心に、家庭学習の取組交流や、苦手領域に関わる

掲示物を作成した。また、学習内容の定着が十分でない児童の

保護者と連携し、放課後学習において、ＩＣＴ端末を活用した、

四則計算等の補充的な学習を行った。 

 

Ⅲ 実践の成果と課題  

  ○ 課題を全職員で共有することにより、教師一人一人の授業改

善の意識がより高まった。また、放課後学習の取組では、下位

層児童が意欲的に参加する姿が増えてきた。今後のほっかいど

うチャレンジテスト等の結果を踏まえ、成果と課題をしっかり

整理していきたい。 

  ● 全国学力・学習状況調査や、ほっかいどうチャレンジテスト

の結果を踏まえ、組織的に学力向上や授業改善などの取組を進

めることができているが、主体的・対話的で深い学びの更なる

充実に向け、教科等横断的な視点で教育課程を見直す必要がある。 
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【分析結果を反映した算数の学習内容】 

【苦手領域に関わる掲示】 

【児童の家庭学習の紹介】 


